
＜事業概要＞

＜主な活動項目＞
◆英語で京都をプレゼンテーション
◆TOEFL iBTテストスコアアップセミナー

◆英語で京都をプレゼンテーション

＜事業概要＞

参加者満足度
2016 2017 2018

満足(名） 14 33 32

不満(名） 1 0 0

満足（構成比） 93.3% 100.0% 100.0%

不満（構成比） -6.7% 0.0% 0.0%

DI値（構成比） 86.7% 100.0% 100.0%

参加者数（名） 20 33 41

他者推奨度
2016 2017 2018

推奨(名） 14 33 32

非推奨(名） 0 0 0

推奨（構成比） 100.0% 100.0% 100.0%

非推奨（構成比） 0.0% 0.0% 0.0%

＜参加者の声＞ DI値（構成比） 100.0% 100.0% 100.0%

参加者数（名） 20 33 41

＜参加者の声を受けて改善を図った点＞

海外留学派遣プログラム

京都地域の高等教育の国際競争力の向上、教育の質の保証と向上を目指し、大学コンソーシアム京都と
オーストラリア・ビクトリア州の大学連携体との協定を生かし、単位互換事業を活用したメルボルンへの短
期留学プログラムを実施しています。大学によっては多くの海外留学プログラムを提供できるところがある
一方、その選択肢が限られている場合がある。大学間連携組織として、大学の枠を越えて、京都地域の大
学生誰もが国際交流へのアクセスを確保できるよう取組を進めています。
また、海外留学の準備支援として、日本人学生を対象とした講義「英語で京都の魅力をプレゼンテーショ
ン」を実施し学生の留学促進と留学生活の充実を目指しています。

○幅広い日本文化の各領域についてバランスよく学べた
○座学と実践、プレゼンのバランスもちょうどよかった
○日本や京都の文化についてだけでなく英語の表現方法やプレゼンのコツのようなことも学ぶことができた
○教室で学ぶだけでなく、茶室で茶道が体験できたり、いつもは体験できないことが体験できた
○受講者が熱心で色々な大学の人たちと仲良くできた。

※DI (Diffusion Index)値とは
　「良い／悪い」「上昇／下落」といった定性的な指標を数値化して、単一の値に集約する加工統計手法の
こと。または、この方法によって得られた指数をいう。DIは、時系列データであれば値の増加（プラス）／減
少（マイナス）、　サーベイデータ（アンケートなど）であれば回答を良い／悪いなどの属性に分類し、その属
性の個数を集計して全系列数に占める割合などから算出する。
　　http://www.itmedia.co.jp/im/articles/0707/09/news108.html

海外留学中などに、「日本や京都のことを聞かれても英語で答えられない」という声が多く寄せられたことか
ら、多くの学生に英語で自国や京都の魅力を伝えられる能力を養成する企画として実施しています。

○　様々な日本文化や京都文化を学びたいという高い学習意欲を受けて、2018年度から、従前の”能楽”
に替えて、京都にある名勝”無鄰菴”での日本庭園に関する学びを加えるなど、多様な文化に触れられるよ
う工夫した。
○　海外留学に興味を持つきっかけづくりとして、また、学んだことを活かした取組を率先して行っていただ
ける環境づくりとして、2018年度から、修了者で希望する学生を京都市が「京都ＰＲ学生大使」に任命すると
ともに、大学コンソーシアム京都や留学生スタディ京都ネットワークの様々な事業の中で、バディなどとして
京都に興味をもつ外国人留学生との交流を依頼するなど、活躍の場の確保に努めている。
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◆TOEFL iBTテストスコアアップセミナー

＜事業概要＞

参加者満足度
2016 2017 2018

満足(名） 36 35 20

不満(名） 0 0 0

満足（構成比） 100.0% 100.0% 100.0%

不満（構成比） 0.0% 0.0% 0.0%

DI値（構成比） 100.0% 100.0% 100.0%

参加者数（名） 41 38 21

他者推奨度
2016 2017 2018

推奨(名） 33 33 17

非推奨(名） 0 0 0

推奨（構成比） 100.0% 100.0% 100.0%

非推奨（構成比） 0.0% 0.0% 0.0%

＜参加者の声＞ DI値（構成比） 100.0% 100.0% 100.0%

参加者数（名） 41 38 21

＜参加者の声を受けて改善を図った点＞
○　講座の内容に対する意見等を含めたアンケート内容については、講座を提供いただいている国際教育
交換協会（CIEE）にフィードバックし、今後の改善に役立てていただいている。
○　講座の運営に対する意見（例えば、プレゼン機器の不調）については、事務オペレーションを点検する
など、円滑な事業運営に努めた。

これまで財団に多く寄せられたTOEFLテストの対策講座開設の要望する声を受け、2015年度より国際教育
交換協議会（CIEE）と大学コンソーシアム京都が共催する加盟校学生対象TOEFL iBTテストの無料スコア
アップセミナーを開催し、多くの参加および高いフィードバックを得ています。

○参加型のセミナーだったから退屈せずに時間を過ごせた
○主にスピーキングの対策ができた
〇インターネットベースの試験のことについて知れてよかった
〇リスニングが非常に重要であるこということを知れてよかった
○時間の使い方に無駄がなかったので有意義に感じた
○今後の学習方針のヒントが頂けたのがよかった
○とても説明がわかりやすかった
○今後何をすべきかということが明確にわかってよかった
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